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隊友政治連盟の新規会員募集について

我 O々B皆、退職後も「我が国の平和と安全」に皆さん重大な関心を持つておられます。

そして隊友会設立の原点は「我が国の平和と安全に寄与」であり、役割として「国民と自衛隊

のかけ橋」となることです。この目的と役割を果たすためには、政治的な活動は切つても切れな

しヽかと思しヽます。しかし隊友会の組織上その活動には限界があると一般に言われます。それは

自衛官が賛助会員であること、もう一つは公益法人化になつたことから公益的な活動に限定とさ

れると言われるようになつたことが要因です。我々の連盟設立前は、政治的な活動をする場合は

「ここまでは良い」「これ以上は無理」と活動を一個一個公職選挙法、隊友会全体に迷惑をかけ

ることにならないかなど、慎重に考察しながら最小限の活動をして参りました。このようなことか

ら、部外から「隊友会は期待できない」と陰口を言われることもあり、また「腑抜けの隊友会」と

す耳5楡されることもありました。反面、隊友会の政治活動を厳しい目で見ている団体もあり、数年

前の活動中に「市の選管の職員を呼び出してきて、これは公選法に違反している」と現場で訴え

られたこともありました。我々会員が選挙違反の汚名を被せるわけにはいきません。

このようなことから、令和3年に政治連盟の組織化を総会で決議し、「千歳地方隊友政治連盟

恵庭支部」として、北海道選挙管理委員会に届出し、これ以降、政治連盟として、公選法のみを

厳守しながら、「国民と自衛隊のかけ橋」の役割を果たすことができるようになつたと確信してい

ます。

中国がこの10数年来、大幅な軍事強化を進め、台湾海峡有事は数年以内に必ず起きると皆回

を揃えるような危険な状態となつています。またこれに運動して北朝鮮のミサイル攻撃、ロシア

の北海道軍事進攻もあると想定し備えなければなりません。政治の世界では、戦車・大砲などの

古い兵器は不要、「宇宙・サイバー・電磁波」の戦い時代という。現場の声は「北海道防衛では、

ウクライナのように、戦車・火砲がなくて防衛戦は戦えない」と言う、このように装備整備上、相

当の乖離があります。今こそ自衛隊の現場を知る我々の声も必要と思います。是非ともこの政

治連盟の活動にご賛同頂き、「OBの生の声を政界に届ける活動」に参加して頂き、一緒に活動

しましょう。

「政治連盟会員」を募集します。活動は仕事優先で、勿論「デモ、決起大会など」大々的な活

動は想定外です。 (会費は入会時 1回のみの徴収で、 1口 :500円です)

干歳地方隊友政治連盟恵庭支部 支部長 山形 靖彦  幹事長 篠原 茂晴

会員入会申込書

・会費   口を添えて加入する。           ¥      円

・所属支部                 ・姓名

・住所

・連絡用として携帯電話番号を記入ください。 (

会費を添えて、各支部の支部長・事務局長・地区理事に申し込んでください。


